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【研究の目的】 

 1990 年（平成 2 年）に循環器疾患基礎調査を受診した人達の追跡調査は NIPPON 

DATA90 と呼称されているが、具体的には 5 年ごとに住民基本台帳法にもとづく住民票請

求により対象者の予後（生存、死亡）を確認し、前向きに追跡を行っている。 

2018 年度に 25 年目に実施した追跡調査における死因の同定を行った。また、2019 年度

には、29 年目の追跡を実施した。今回、これらの内容を総括報告書として報告を行う。 

 

【NIPPON DATA90 25 年目追跡における死因の同定】 

今回調査（25 年目調査）の追跡成績と死因の突合 

 追跡は、これまでの方法と同様に、全国の市町村役場に対象者の住民票および除票を請求

し、住民票による生死の確認を行った。25 年目の生存確認追跡対象者 5,949 名であり、追

跡した結果の内訳は以下のとおりである。 

 生存者数：4,395 名、転居して生存者数：652 名、死亡者数：471 名、不明回答：8 名、

海外転出：1 名、職権消除：0 名、市町村からの住民票・除票の回答拒否：712 名であった。 

2018 年度に、死亡者 471 名の死因を特定すべく照合作業を行い、全例について死因を突

合することができた。 

 よって、NIPPON DATA90 コホート対象者 8,381 名全体の 25 年目追跡における累積の

結果は以下のとおりである。 

  生存者数：4,758 名 ただし、生存者は当該市町村在籍者、転居者、海外転出を含む 

  死亡者数：2,683 名 

  不明者数：940 名 

であり、生存・死亡の確認ができた対象者の累積の割合は 88.8％となった。 

 

人年の計算は、25 年目調査で生存が確認できた対象者（前回調査で不明であったものも

含む）については 25 人年をあてはめ、死亡者については、追跡開始年月日（1990 年 11 月

15 日）から死亡年月日までの期間を計算し人年とした。また、不明者についてはこれまで

の調査追跡時に不明が確認され引き続き不明となった者については初回不明の調査時の人
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